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1
月
期
下
期
交
付
金
著
書

5
月
1
 
4
日
に

交
付
認
定
委

内
航
総
連
は
1
月
鯛
下
閉

解
僻
等
交
付
金
申
請
(
3
3
隻
､

訪
債
各
0
0
0
万
円
)
の
等

童
を
5
月
1
 
4
日
の
交
付
金
認

定
委
員
会
で
行
い
'
5
月
2
 
1

日
の
理
事
会
で
正
式
決
定
す

る
方
針
｡
6
か
月
以
内
に
解

轍
等
を
行
い
'
平
成
2
2
年
2

月
に
交
付
金
か
支
給
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
｡

内
航
海
運

フ

ェ

リ

-

地
域
活
性
化
対
策
費
約
2
 
-
 
0
億
円
を
計
上

自
民
党
は
4
月
2
3
日
に
街
道
･
造
船
対
策
特
別
香
里
≡
村
上
誠
一
郎
垂
貝
長
)
と
海
事
立
国
推
進
謙
鼻
連
盟
(
術
藤
征
士
聖
書
)
は
合
同
会
議
を
開
き
､
平
成
2
 
1
年
度

海
運
関
係
補
正
予
声
の
要
求
と
し
て
､
商
事
局
施
策
分
約
3
4
9
億
円
+
連
作
施
策
分
約
1
9
3
億
円
+
政
府
保
証
分
約
1
0
0
億
円
の
合
計
約
6
4
2
億
円
を
要
求
す
る
こ

と
を
快
め
L
'
｡
1
月
2
7
日
に
政
符
で
閣
議
決
定
さ
れ
る
｡
こ
の
.
r
W
地
域
活
性
化
等
で
内
航
海
運
･
フ
ェ
リ
ー
対
策
と
し
て
約
2
8
0
億
円
を
計
上
L
t
①
省
エ
ネ
等
運
航
合

理
化
'
輸
送
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
L
J
取
り
組
み
へ
の
支
援
②
共
育
礎
逝
制
度
を
活
用
し
L
J
t
周
墳
性
能
向
上
等
に
賛
す
る
代
替
建
造
･
改
造
等
へ
の
支
援
③
内
航
海
運
老
朽

船
処
理
事
業
(
政
府
簾
証
1
0
0
線
円
)
を
要
望
す
る
こ
と
と
な
っ
L
P
ま
た
'
離
職
船
員
の
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
5
億
円
を
要
望
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
内
航
絵
連
で
は
'

①
内
航
海
運
老
朽
船
処
理
事
業
(
約
1
0
0
偲
円
)
②
共
有
建
造
制
度
夕
雇
用
し
た
潮
境
性
能
の
商
い
船
舶
菅
建
造
す
る
巷
に
対
す
る
使
用
料
の
大
幅
軽
減
③
難
聴
船
員
対
策

等
を
充
実
･
襲
化
す
る
た
め
の
予
算
倦
厭
(
雇
用
調
盤
助
成
金
制
度
)
な
ど
'
約
3
0
0
億
円
菅
要
望
し
て
い
た
が
'
ほ
ほ
全
額
が
予
罪
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
｡

老
朽
船
処
理
費
で
1
-
-
億
円

海
運
･
造
船
対
策
特
別
委

員
会
お
よ
び
海
事
立
国
推
進

訪
島
連
盟
合
同
会
議
か
ま
と

め
た
内
航
海
運
･
フ
ェ
リ
ー

対
策
'
離
島
航
路
対
策
お
よ

び
難
聴
船
員
の
層
開
対
策
へ

革
新
的
な
船
舶
の
省
エ
ネ
ル

辛
-
技
術
の
研
究
開
発
な
ど

の
職
質
は
次
の
と
お
り
｡

宮
に
よ
る
船
舶
買
取
や
代
替

建
造
等
へ
の
支
援
を
加
速
さ

せ
る
な
ど
'
航
路
矛
轟
持
･

入
内
航
海
運
･
フ
ェ
リ
ー
対
策
､

離
島
航
路
対
策
)

盲
生
｡

L
　
フ
ェ
リ
ー
･
牡
鹿
航
路
の

l

i
効
率
化
･
溶
性
化
に
背
す
る

1
 
､
背
景
･
目
的

内
航
瀬
適
う
ェ
リ
ー
は
､

祭
気
後
退
や
高
速
道
路
の
利

伺
拡
大
に
よ
り
､
老
朽
船
の

増
大
'
絹
宮
の
悪
化
か
生
じ

て
い
る
た
め
'
愉
遥
サ
ー
ピ

朽
船
の
解
職
'
新
逝
船
の
唾

道
や
管
エ
ス
肥
甲
の
改
造
を

促
進
｡都
島
航
路
は
､
展
覧
後
退

や
地
域
金
融
確
聞
の
騒
し
折

り
等
に
よ
り
､
梗
皆
か
深
刻

ス
の
向
上
を
図
る
ほ
か
'
老
い
化
し
て
い
る
た
め
､
公
設
民

港
湾
碓
段
の
梅
僻
等
L
L
J
推

進
｡
2
､
事
業
概
要

〔
)
内
航
海
運
･
フ
ェ
リ
ー

対
張省
エ
ネ
等
遡
航
合
理
化
､

輸
送
オ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
へ
の
支
増

井
昏
睡
逝
制
度
等
に
よ
る

離
島
航
路
の
公
設
民
営
化

の
推
進
等
に
よ
る
活
性
化

省
エ
ネ
化
･
省
力
化
等
の

運
航
高
度
化
の
実
証
支
壌

(
外
海
離
島
航
路
を
中
心
に

実
施
)地

域
公
共
交
通
感
性
化
･

再
生
総
合
事
業
に
よ
る
支
虐

○
韓
鞘
の
整
備
等

フ
ェ
リ
ー
･
灘
島
航
路
の

効
率
化
･
活
性
化
に
資
す
る

摩
周
施
設
の
隻
僻
等

3
､
平
成
2
1
年
度
補
正
予

算
領国
斑
　
3
3
0
倍
円

4
､
事
業
効
果

0
内
航
海
運
･
フ
ェ
リ
ー

対
策

合
理
化
･
サ
ー
ビ
ス
向
上

支
壇
･
=
投
入
箱
以
上
の
合
理

化
効
果
と
フ
ェ
リ
ー
の
利
用

回
復老
朽
船
の
常
勝
虫
=
約
8

0
0
糞
老
朽
船
の
約
3
割
)

新
造
船
は
老
朽
船
に
比
へ

c
o
崩
叔
私
案
が
R
R
C
向

上
○
孤
島
航
路
対
策

補
助
対
象
航
路
=
1
-
3

事
業
者
'
1
2
2
航
路
空
維

持
'
約
7
0
万
人
の
戯
島
庄
民

等
の
移
動
手
段
を
確
保

(
離
職
船
員
の
雇
用
対
策
)

-
､
背
景
･
巨
的

海
洋
立
国
日
本
の
経
済
活

動
の
生
命
線
で
あ
る
海
運
業

界
の
維
持
･
蕃
化
に
不
可
欠

な
船
員
(
海
技
者
)
の
高
齢

化
･
人
材
不
足
に
対
処
す
べ

く
'
こ
れ
ら
海
事
産
業
を
支

え
る
人
材
(
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ

ン
フ
ラ
)
の
確
保
･
育
成
が

不
可
欠
で
あ
る
と
こ
ろ
'
未

曾
有
の
経
済
不
況
対
策
等
に

伴
う
内
航
賃
物
船
'
旅
客
船

等
の
減
船
等
に
伴
い
離
聴
し

た
船
員
に
対
し
て
'
船
員
と

し
て
の
再
就
取
を
促
進
す
る

た
め
の
支
援
を
行
う
｡

2
､
事
業
概
要

離
職
船
員
を
雇
用
し
た
事

業
者
に
対
し
'
緊
急
雇
用
促

進
助
成
金
を
嘉
す
る
制
度

を
創
設
す
る
と
と
も
に
'
難

聴
船
員
に
対
し
船
丙
と
し
て

の
再
就
聴
皇
促
進
す
る
た
め

の
給
付
金
を
支
給
す
る
｡

3
､
平
成
2
 
1
年
度
補
正
予

算
額国
費
5
億
円

船
保
持
会
に
お
い
て
'
.
衣

の
と
お
り
別
途
樺
塵
'
船
員

に
係
る
雇
用
調
整
助
成
金
の

創
設
(
国
費
1
 
3
倍
円
)
'
船

員
に
係
る
失
業
給
付
費
(
皿

費
2
6
億
円
)

I
､
事
業
効
果

A
｢
椴
の
経
済
不
況
等
に
よ

り
難
聴
菅
余
儀
な
く
さ
れ
る

内
航
船
員
(
約
6
千
人
と
試

算
)
の
う
ち
'
取
業
紹
介
等

に
よ
っ
て
も
丙
就
職
で
き
な

い
者
に
対
す
る
新
し
い
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
'
再

就
職
の
促
進
お
よ
び
生
態
の

安
定
蓋
｡

上
に
つ
い
て
民
間
申
業
者
等

が
行
う
先
進
的
な
研
究
開
発

の
取
り
阻
み
に
対
す
る
支
援

等
を
実
施
｡

(
そ
の
他
'
シ
ッ
プ
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
､
独
立
行
政

法
人
施
設
に
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
等
の
周
境
対
策
へ
の

取
り
組
み
)

3
､
平
成
2
 
1
年
度
補
正
予

算
領国役
1
 
4
億
円

4
､
事
業
効
果

国
際
何
題
の
分
即
に
お
け

る
船
舶
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
の
開
発
等
か
促
逃
さ
れ
'

国
際
海
運
か
ら
の
二
酸
化
疑

累
排
出
丑
の
削
減
'
わ
が
国

か
今
後
海
洋
立
国
を
目
指
す

上
で
必
要
不
可
欠
な
海
事
産

業
の
国
際
鏡
争
力
の
襲
化
等

が
図
ら
れ
る
｡

(
革
新
的
な
船
舶
の
省
エ
ネ
ル
ギ

-
技
術
の
研
究
開
発
等
)

1
､
背
景
･
目
的

地
球
温
噴
化
防
止
へ
の
取

り
組
み
が
地
球
的
規
模
で
求

め
ら
れ
る
な
か
'
新
造
船
か

ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出
蟹
を

懲
り
削
減
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
の
開
発
を
推
進
す
る
は

か
'
各
種
瑚
腐
対
策
の
取
り

組
み
を
支
援
｡

2
､
事
業
概
要

海
洋
領
虜
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

フ
と
し
て
新
造
船
の
燃
怨
向


